














































































前年度よりの繰越金 5,366,252 『デザイン理論』編集費 70,000
会 員 会 費 2,374,000 『デザイン理論』印刷費 1,185,030
例 会 費 42,524
学 会 賞 等 奨 励 金 100,000
ホームページ作成・維持費 100,000
大 会 補 助 費 105,454
会 報 29,400
封 筒 等 印 刷 費 18,375
通 信 費 217,000
雑 収 入 6,000 事 務 費 356
利 息 579 運 営 費 495,876
芸 研 連 会 費 15,000
旅 費 81,000
予 備 費 0
次 期 繰 越 金 5,286,816





前年度よりの繰越金 3,675,252 『デザイン理論』編集費 70,000
『デザイン理論』印刷費 1,850,000
会 員 会 費 2,542,000 例 会 費 40,000
学 会 等 奨 励 金 200,000
ホームページ作成・維持費 100,000
大 会 補 助 費 150,000
会 報 印 刷 費 50,000
封 筒 印 刷 費 110,000
そ の 他 印 刷 費 140,000
通 信 費 400,000
雑 収 入 30,000 事 務 費 50,000
運 営 費 500,000
芸 関 連 会 費 10,000
旅 費 54,000
予 備 費 100,000
次 期 繰 越 金 2,423,252





























前年度よりの繰越金 5,286,816 『デザイン理論』編集費 80,000
『デザイン理論』印刷費 1,197,000
会 員 会 費 2,702,000 例 会 費 40,000
学 会 等 奨 励 金 100,000
ホームページ作成・維持費 100,000
大 会 補 助 費 150,000
会 報 印 刷 費 0
封 筒 印 刷 費 26,000
そ の 他 印 刷 費 14,000




雑 収 入 3,000 事 務 費 5,000
運 営 費 360,000
芸 関 連 会 費 15,000
旅 費 0
予 備 費 50,000
次 期 繰 越 金 5,410,816





前年度よりの繰越金 5,410,816 『デザイン理論』編集費 80,000
『デザイン理論』印刷費 1,200,000
会 員 会 費 2,702,000 例 会 費 40,000
学 会 等 奨 励 金 200,000
ホームページ作成・維持費 100,000
大 会 補 助 費 150,000
会 報 印 刷 費 0
封 筒 印 刷 費 20,000
そ の 他 印 刷 費 10,000




雑 収 入 30,000 事 務 費 5,000
運 営 費 350,000
芸 関 連 会 費 15,000
旅 費 0
予 備 費 50,000
次 期 繰 越 金 5,467,816






































































	 	 	 奥田　昌子（京都市立芸術大学）
３．1950年代における「モード」への抵抗と
降伏		 	 	中原淳一，花森安治の場合を例に





	 	 	 田村　　剛（立命館大学）
５．マッキントッシュの室内装飾




	 	 	 川上比奈子（夙川学院短期大学）
研究発表　15：10－16：40（発表各30分）
７． 山 越 邦 彦 の「 構 築 」 概 念 に つ い
て		 	 	1920～30年代日本における構成主義
思想受容の一側面
	 	 	 梅宮　弘光（神戸大学）
８．近代フィンランド木造建築と木の美



























































































































	 	 	 12時より
会場：大阪工業大学
出席者：藤田治彦，藪亨，渡辺眞，並木誠士，
榊原吉郎，羽生清，佐藤博一，伊東徹
夫，山口良臣，島先京一，廣田孝，小
158
宮容一，要真理子，猪谷聡（計14名）
議題１．第４回役員会会議録が承認された。
議題２．５月例会が京都女子大学で開かれるこ
とが確定され，開催日は５月17日（土）が候
補にあがった。発表者については，その１名
は京都女子大学関係者から選出されることが
確認され，もう１名の選出は事務局に依託さ
れた。
議題３．平成20年度研究例会の当番校について
は，９月例会が大阪市立デザイン教育研究所
あるいは大阪芸術大学，11月例会が成安造形
大学，２月例会が京都工芸繊維大学となった。
議題４．平成20年度大会が京都造形芸術大学に
て７月19日（土）・20日（日）に開催される
ことが別紙資料に基づき説明があり，了承さ
れた。
また，大会プログラムその他については，大
会事務局（羽生清，佐藤博一，左海きほ）を
中心に検討することになった。
議題５．研究例会通知等のメールでの案内につ
いて，事務局から報告と確認があった。
議題６．編集委員会より「デザイン理論」の編
集状況について報告があった。
議題７．学会賞選考委員会から大会開催時期の
変更に伴う選考手順の変化等について報告が
あった。
議題８．次期役員会への申し越し事項について
次のような事柄が提起された。
１）学会創設50周年記念事業
２）「若手活動推進ワーキング」の組織化
３）学会支援センターへの日常的な実務依託
に伴う学会運営組織の見直し
議題９．2008年「第６回デザイン史デザイン学
国際会議」について藤田会長から報告があっ
た。
議題10．事務局より入会４名，退会３名につい
て報告があり，承認された。
2007年度　入退会者名簿
［入会者］
竹　内　有　子
金　　　相　美
HAIJIMA	Agnese
橋　本　啓　子
辻　　　裕　剛
浦　崎　真　一
余　　　安　里
石　川　義　宗
田　村　　　剛
下　田　元　毅
川　上　比奈子
小　林　文　菜
井　面　　　舞
板　垣　順　平
伊地知　栄　美
徐　　　　　攀
藪　　　晶　子
大久保　恭　子
鈴　木　周　子
吉　田　紀　子
［退会者］
木　村　和　美
AIHED	Kadry	Hussein
Jean	Sebastien	CLUZEL
川　口　美乃里
城　崎　有　沙
武　村　俊　一
井　上　直　久
高　山　由　佳
山　本　高　史
山　田　　　綾
小　川　忠　彦
松　原　絢　子
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会報担当連絡先
〒610－1197
京都市立芸術大学美術学部第３研究室
伊東徹夫　宛
TEL　075－334－2255　FAX　075－334－2255
原　田　佳　子
峰　晴　　　亨
北　　　正　之
増　成　和　敏
池　永　則　子
井手口　彰　典
槌　田　　　徹
屋慶名　恭　子
村　上　暁　子
